
一
九

は
じ
め
に

秋
月
胤
永
の
弟
三
郎
の
曾
孫
故
秋
月
孝
眞
家
に
、「
同
心
社
規
則
」
と
題
す
る

手
書
き
の
小
冊
子
が
伝
来
し
て
い
る
。
て
い
ね
い
に
書
か
れ
た
同
族
の
結
集
を
呼

び
か
け
る
本
文
に
、
異
筆
の
書
き
入
れ
が
あ
っ
て
、
原
文
に
加
除
訂
正
し
た
跡
が

残
っ
て
い
る
。
原
文
検
討
中
に
参
加
者
か
ら
の
意
見
を
受
け
て
書
き
加
え
ら
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
冊
子
は
、
文
中
に
「
明
治
十
年
五
月
」
と
あ
り
、
製
作
年

次
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
時
期
秋
月
胤
永
彼
ら
は
な
ぜ
同
族
で
集
ま
り
、
こ
う

し
た
組
織
を
作
ろ
う
と
し
た
の
か
、
内
容
を
見
て
み
る
と
、
新
時
代
を
迎
え
て
も

変
わ
ら
ぬ
旧
会
津
藩
特
有
の
風
土
、
環
境
が
そ
こ
に
あ
っ
て
、
彼
ら
の
生
活
意
識

を
大
き
く
規
制
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

明
治
八
年
、
秋
月
胤
永
は
、
廃
官
失
職
し
た
た
め
東
京
の
家
塾
を
た
た
ん
で
、

会
津
若
松
に
帰
っ
て
き
た
。
故
郷
は
、
戊
辰
戦
争
後
の
敗
戦
、
斗
南
移
住
な
ど
の

混
乱
の
影
響
が
ま
だ
お
さ
ま
ら
ず
、
一
族
離
散
し
て
、
生
計
の
め
ど
の
立
た
な
い

旧
藩
士
も
多
か
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
胤
永
は
、
故
郷
で
の
一
族
の
再
結
集
を
計
画

し
た
。
戊
辰
戦
争
後
謹
慎
処
分
を
受
け
、
流
刑
地
を
転
々
と
し
た
後
許
さ
れ
て
東

京
で
官
途
に
就
い
て
い
た
彼
に
と
っ
て
、
旧
会
津
藩
関
係
者
の
動
向
、
血
の
つ
な

が
る
一
族
の
浮
沈
は
そ
の
ま
ま
自
分
自
身
の
運
命
と
映
っ
て
い
た
。
旧
敵
軍
関
係

者
が
組
織
し
た
政
府
の
中
で
生
き
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
か
つ
て
運
命
を
共
に
し
た

仲
間
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り
、
逆
境
に
あ
る
今
こ
そ
求
め
ら
れ
る
、
故
郷
に

戻
っ
た
彼
に
は
ひ
と
し
お
そ
の
思
い
が
強
か
っ
た
。
旧
藩
政
時
代
、
会
津
若
松
に

は
、
丸
山
一
族
の
親
睦
を
図
る
会
が
あ
っ
た
と
い
う
。
胤
永
は
往
事
の
一
族
の
交

流
を
思
い
出
し
て
、
新
た
に
組
織
を
作
ろ
う
と
し
た
。
そ
れ
が
同
心
社
で
あ
る
。

秋
月
胤
永
は
、
丸
山
四
郎
右
衛
門
胤
道
の
次
男
、
惣
領
伴
助
胤
昌
の
弟
で
あ
る
。

丸
山
家
は
、
信
州
高
遠
に
お
い
て
、
保
科
肥
後
守
正
光
、
正
之
二
代
に
仕
え
て
弓

大
将
を
つ
と
め
、正
之
の
会
津
移
封
に
従
い
会
津
に
来
て
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）

に
没
し
た
丸
山
胤
頼
を
遠
祖
と
す
る
古
く
か
ら
の
家
柄
で
、四
郎
右
衛
門
胤
道
は
、

胤
頼
の
四
男
頼
堅
の
五
代
目
に
あ
た
る
。
胤
頼
の
子
四
人
（
五
男
中
二
男
は
家
督

に
お
よ
ば
ず
病
死
。）
は
い
ず
れ
も
会
津
藩
内
で
一
家
を
成
し
て
お
り
、
別
に
、

胤
頼
の
弟
政
能
の
系
統
も
一
家
あ
る
。
丸
山
胤
道
の
次
男
胤
永
は
、
三
男
の
弟
三

郎
と
も
ど
も
丸
山
胤
昌
家
の
居
候
で
、
会
津
藩
内
で
は
諸
生
と
呼
ば
れ
る
存
在
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
松
平
容
保
が
京
都
守
護
職
に
な
っ
て
、
公
用
局
を
設
置
し

た
際
、
公
用
方
と
し
て
採
用
さ
れ
た
胤
永
（
当
時
の
通
称
は
悌
次
郎
）
が
、
丸
山

五
八
郎
（
胤
孝
の
通
名
）
叔
父
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
分
か
る
。
そ
う
し

た
存
在
で
あ
る
胤
永
が
、
敢
え
て
同
族
の
結
集
を
呼
び
か
け
よ
う
と
し
た
の
は
、

宗
家
の
胤
孝
が
若
く
、
明
治
維
新
前
後
の
胤
永
の
活
躍
に
よ
り
、
彼
の
存
在
感
が

高
か
っ
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
。

同
心
社
規
則
の
冒
頭
に
は
、
旧
藩
時
代
の
丸
山
一
族
に
つ
い
て

曩
ニ
会
津
ノ
藩
ア
ル
ヤ
。
同
姓
ノ
親
睦
ナ
ル
丸
山
氏
ヲ
推
ス
。
丸
山
氏
七
家

ア
リ
。
例
年
遠
祖
胤
頼
君
忌
日
。
九
月
四
日
同
姓
必
ス
墳
寺
ニ
会
シ
テ
之
ヲ

祭
ル
。
又
月
忌
七
家
輸
巡
相
会
シ
。
款
談
以
テ
親
睦
ヲ
篤
フ
ス
。

秋
月
胤
永
の
同
族
意
識　

│ 

同
族
の
結
社
「
同
心
社
」
設
立
と
幻
の
安
積
開
拓
入
植
案

中　

西　

達　

治
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二
〇

と
述
べ
る
。
丸
山
一
族
の
七
家
が
、
遠
祖
胤
頼
の
祥
月
命
日
で
あ
る
九
月
四
日
に

菩
提
寺
で
あ
る
善
龍
寺
に
会
し
て
法
要
を
営
み
、
さ
ら
に
月
命
日
に
は
七
家
が
輪

番
で
法
事
を
つ
と
め
、
款
談
し
て
親
睦
を
図
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

な
ぜ
彼
が
こ
の
時
期
、
同
族
の
結
集
を
意
図
し
た
の
か
。
こ
の
時
イ
メ
ー
ジ
さ

れ
て
い
た
組
織
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
。「
同
心
社
規
則
」
に
よ
っ
て
そ

の
辺
り
を
確
か
め
て
み
た
い
。

一
同
心
社
規
則
に
よ
れ
ば
、
戊
辰
戦
争
当
時
、
会
津
藩
士
と
し
て
活
躍
し
た
丸
山

氏
同
族
は
、
丸
山
友
吉
、
丸
山
房
之
助
、
丸
山
主
水
、
丸
山
勝
之
助
、
丸
山
胤
孝
、

丸
山
喜
内
、
丸
山
村
之
助
の
七
氏
で
、
宗
家
は
丸
山
友
吉
家
で
あ
る
。
丸
山
房
之

助
以
外
は
、『
会
津
藩
諸
士
系
譜
』「
明
治
元
年
御
近
習
・
外
様
人
別
帳
」
に
記
録

が
あ
る
。

・
丸
山
友
吉　
　

外
様
人
別
張　
　

班
席
役
職　

御
家
老
附
壱
番
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禄
高
御
役
料　

二
百
五
十
石

・
丸
山
五
太
夫　

外
様
人
別
張　
　

班
席
役
職　

猪
苗
代
御
城
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禄
高
御
役
料　

五
百
石
内
百
五
十
石

　
　
　
　
　
　
　

＊
主
水
胤
成
の
こ
と

・
丸
山
勝
之
助　

外
様
人
別
張　
　

班
席
役
職　

生
駒
五
郎
兵
衛
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禄
高
御
役
料　

百
五
十
石

・
丸
山
五
八
郎　

外
様
人
別
張　
　

班
席
役
職　

御
家
老
附
二
番
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禄
高
御
役
料　

百
五
十
石

　
　
　
　
　
　
　

＊
胤
孝
の
こ
と

・
丸
山
喜
内　
　

御
近
習
人
別
張　

班
席
役
職　

御
近
習
一
ノ
寄
合
御
代
官
見
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禄
高
御
役
料　

三
十
石

・
丸
山
村
之
助　

外
様
人
別
張　
　

班
席
役
職　

加
須
屋
左
近
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

禄
高
御
役
料　

百
石

こ
の
六
氏
は
、
秋
月
孝
眞
家
伝
来
の
丸
山
系
図
中
に

丸
山
友
吉　

本
四
ノ
丁
友
吉
二
百
五
十
石

丸
山
主
水　

本
四
ノ
丁
主
水
三
百
五
十
石

丸
山
勝
之
助　

小
田
垣
勝
之
助
百
五
十
石

丸
山
胤
孝　

米
代
ノ
丁
胤
孝
百
五
十
石

丸
山
喜
内　

五
軒
町
喜
内
五
十
石

丸
山
村
之
助　

本
一
ノ
丁
村
之
助
百
石

と
出
て
く
る
が
丸
山
房
之
助
の
名
前
は
な
い
。
秋
月
孝
眞
家
伝
来
の
丸
山
系
図
中

に

二
ノ
丁
房
之
進
五
百
石

と
あ
る
の
が
、
も
し
か
す
る
と
房
之
助
系
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
房
之
進
は
、

他
の
六
氏
の
遠
祖
勝
左
衞
門
胤
頼
の
弟
次
郎
左
衞
門
政
能
を
祖
と
し
て
お
り
、
一

族
と
し
て
は
遠
い
。

二
こ
の
一
族
七
氏
の
中
に
秋
月
の
名
は
無
い
。
秋
月
の
姓
を
名
乗
っ
た
の
は
、
悌

次
郎
胤
永
が
最
初
だ
か
ら
で
あ
る
。
同
心
社
規
則
で
は
、
先
の
部
分
に
続
い
て
、

丸
山
平
内
。
秋
月
胤
永
。
ヲ
加
ヘ
テ
。
九
家
ト
ス
。
平
内
胤
永
共
ニ
胤
孝
氏

ニ
出
ツ
。
平
内
氏
祖
父
壮
年
勝
方
村
荒
蕪
ノ
地
ヲ
拓
キ
。
一
意
農
業
ニ
従
事

シ
テ
特
ニ
藩
公
ニ
謁
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
レ
。
遂
ニ
一
家
ヲ
成
ス
ニ
至
ル
。
胤

永
君
旧
君
容
保
公
ノ
守
護
職
ヲ
奉
ス
ル
ヤ
。
有
功
ヲ
以
テ
擢
用
セ
ラ
レ
又
一

家
ヲ
成
ス
。
二
人
亦
共
ニ
国
難
ニ
従
フ
。

と
、丸
山
平
内
と
秋
月
胤
永
と
が
藩
内
で
一
家
を
な
し
た
い
き
さ
つ
を
披
露
す
る
。

こ
こ
に
い
う
国
難
と
は
、
あ
く
ま
で
会
津
藩
の
「
難
」
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て

お
き
た
い
。
彼
ら
の
家
意
識
は
、
藩
と
い
う
制
度
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
り
立
つ

の
で
あ
る
。

丸
山
系
図
に
よ
れ
ば
平
内
は
、
胤
永
の
父
胤
道
の
弟
で
、
文
政
五
年
（
一
八
二

二
）
新
田
開
発
に
着
手
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
に
は
、
農
耕
出
精
、
村
方
教

導
の
故
を
も
っ
て
お
目
見
え
を
許
さ
れ
て
い
る
。
胤
永
は
、
容
保
が
京
都
守
護
職
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二
一

に
就
任
す
る
と
同
時
に
公
用
方
に
抜
擢
さ
れ
、
以
後
藩
士
と
し
て
活
躍
を
し
た
こ

と
は
彼
が
述
べ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
諸
生
身
分
か
ら
一
家

を
な
し
た
の
で
あ
る
。同
じ
く
諸
生
身
分
か
ら
戊
辰
戦
争
の
際
家
を
立
て
た
の
が
、

秋
月
三
郎
と
星
野
胤
国
で
あ
る
。

秋
月
三
郎
星
野
胤
国
亦
之
ニ
同
フ
シ
。
国
難
ノ
際
ニ
当
リ
テ
一
家
ヲ
成
ス
者

ナ
リ
。
胤
国
氏
ハ
村
之
助
氏
ニ
出
テ
。
三
郎
氏
ハ
胤
孝
氏
ニ
出
ヅ
。
又
丸
山

一
ナ
ル
者
ア
リ
。
馬
医
ヲ
以
テ
業
ト
ス
。
亦
国
難
ノ
際
一
家
ヲ
成
ス
。
実
ニ

十
二
家
ト
ス
。

秋
月
三
郎
は
胤
永
の
弟
、
星
野
胤
国
は
、
村
之
助
胤
信
の
父
胤
重
の
弟
星
野
愼

次
郎
の
子
で
、
村
之
助
と
は
従
兄
弟
に
あ
た
る
。
さ
ら
に
馬
医
の
丸
山
一
、
こ
の

三
家
は
、
戊
辰
戦
争
に
関
わ
っ
て
家
を
成
し
た
も
の
で
、
こ
の
結
果
戊
辰
戦
争
当

時
丸
山
氏
の
同
族
は
十
二
家
を
数
え
る
に
至
っ
た
。
こ
こ
で
回
想
さ
れ
る
の
は
、

同
族
の
戊
辰
戦
争
の
際
の
活
躍
ぶ
り
で
あ
る
。

然
リ
而
シ
テ
国
難
ニ
際
シ
。
隠
居
大
老
ヲ
以
テ
国
城
中
ニ
在
リ
テ
。
終
始
勤

勉
ス
ル
者
ハ
。
丸
山
五
太
夫
丸
山
勝
左
衞
門
君
ト
ス
。
又
退
隠
後
ニ
シ
テ
郭

門
ヲ
監
守
シ
テ
。
敵
ヲ
槍
刺
シ
ナ
カ
ラ
。
戦
従
ス
ル
者
。
独
リ
丸
山
弥
次
右

衛
門
君
ト
ス
。
戊
辰
後
同
姓
流
離
四
散
ス
。
秋
月
三
郎
氏
曩
キ
ニ
罪
ヲ
藩
府

ニ
得
ル
ト
雖
モ
。
戦
地
ニ
テ
（
中
西
註　

テ
衍
字
か
）
在
リ
テ
数
多
勲
功
ア

ル
ヲ
以
テ
御
近
所
（
中
西
註　

習
の
誤
り
か
）
寄
合
席
ニ
被
□
□
セ
ラ
レ
ヌ
。

高
齢
、
隠
居
の
身
で
あ
り
な
が
ら
籠
城
に
参
加
し
た
の
は
丸
山
五
太
夫
・
丸
山

勝
左
衞
門
、
隠
居
で
あ
り
な
が
ら
、
城
門
の
守
備
に
あ
た
っ
て
敵
を
鎗
で
串
刺
し

に
し
て
自
分
も
戦
死
し
た
丸
山
弥
次
右
衛
門
も
い
る
。
こ
の
中
で
異
色
な
の
は
秋

月
三
郎
で
あ
る
。
彼
は
、
旧
藩
時
代
何
か
藩
是
に
背
く
事
件
が
あ
っ
て
藩
の
政
務

か
ら
外
さ
れ
て
い
た
が
、
戊
辰
戦
争
の
際
戦
地
で
活
躍
し
た
の
で
、
近
習
に
取
り

立
て
ら
れ
た
と
あ
る
。
紹
介
の
順
序
に
ず
れ
が
あ
る
の
は
、
敗
戦
後
の
一
族
離
散

に
、
三
郎
の
み
は
斗
南
の
生
活
に
耐
え
な
い
母
親
を
国
元
で
養
う
た
め
に
、
帰
農

し
た
と
い
う
特
殊
事
情
が
あ
り
、
彼
が
い
た
た
め
一
族
の
墳
墓
が
守
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
を
強
調
し
た
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

三
国
難
当
時
著
名
な
働
き
を
し
た
と
し
て
数
え
上
げ
ら
れ
た
功
績
の
数
々
は
、
胤

永
の
例
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
現
場
に
お
け
る
実
戦
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
命

令
を
受
け
て
実
戦
に
参
加
す
る
立
場
以
外
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
は
一
族
が
受
け

て
い
た
禄
高
を
見
て
も
、
よ
く
分
か
る
。
会
津
藩
制
で
は
、
藩
士
の
階
級
は
俸
禄

に
よ
っ
て
、
知
行
取
、
切
符
取
、
扶
持
米
取
、
高
懸
り
な
ど
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。

会
津
藩
は
二
十
三
万
石
（
お
蔵
入
り
と
称
す
る
幕
府
か
ら
の
預
か
り
分
が
外
に
五

万
石
）
で
、
高
禄
者
は
少
な
く
、
知
行
取
中
、
四
百
五
十
石
以
下
の
平
士
が
全
体

の
九
割
近
く
を
占
め
て
い
た
が
、
先
の
俸
禄
で
分
か
る
よ
う
に
、
丸
山
一
族
は
、

平
士
が
多
く
、
胤
永
な
ど
諸
生
か
ら
抜
擢
さ
れ
た
者
は
、
禄
高
に
関
わ
ら
ぬ
扱
い

を
受
け
て
、
身
分
的
に
は
藩
内
で
浮
い
た
存
在
だ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
う
い
う
点

で
丸
山
一
族
は
、
藩
政
に
直
接
関
わ
る
家
柄
と
は
、
画
然
と
し
た
差
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
新
政
府
か
ら
最
終
的
に
罪
を
問
わ
れ
た
の
が
、
胤
永
の
み
で
あ
っ
た
こ

と
を
見
れ
ば
そ
の
こ
と
は
よ
く
分
か
る
。

問
題
は
一
族
離
散
後
の
動
向
で
あ
る
。
斗
南
藩
立
藩
に
際
し
て
、
斗
南
に
移
住

し
た
旧
藩
士
の
外
、
先
に
見
た
三
郎
の
よ
う
に
若
松
に
留
ま
っ
た
者
、
東
京
な
ど

各
地
に
出
て
行
っ
た
者
な
ど
、
旧
会
津
藩
士
は
、
文
字
通
り
全
国
各
地
に
居
を
移

し
た
。
胤
永
の
よ
う
に
、
配
流
後
親
戚
預
か
り
と
な
っ
た
た
め
流
刑
地
か
ら
斗
南

に
行
く
が
、
そ
こ
で
赦
免
と
な
り
、
若
松
に
帰
っ
て
教
員
に
な
ろ
う
と
し
た
と
こ

ろ
を
中
央
政
府
の
官
僚
と
し
て
東
京
に
出
て
行
く
と
い
う
、
数
奇
な
体
験
を
す
る

者
も
い
た
。
胤
永
が
東
京
在
住
中
の
明
治
六
年
、
丸
山
友
吉
は
本
籍
を
斗
南
か
ら

若
松
に
移
し
さ
ら
に
明
治
八
年
に
は
若
松
に
居
を
戻
し
た
。翌
九
年
星
野
胤
国
が
、

そ
の
学
問
を
買
わ
れ
て
福
島
県
職
員
と
な
る
。
同
じ
頃
帰
郷
し
た
の
が
胤
永
で
、

三
郎
を
く
わ
え
た
四
人
で
、
明
治
九
年
九
月
四
日
、
丸
山
一
族
の
遠
祖
胤
頼
の
祥

月
命
日
に
、
か
つ
て
七
家
が
営
ん
だ
菩
提
寺
で
の
法
要
を
催
行
す
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
あ
る
。
こ
の
法
要
の
参
会
者
は
、
か
つ
て
の
七
家
の
中
か
ら
は
宗
家
の
丸
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二
二

あ
っ
て
、
残
っ
た
者
が
こ
の
制
度
を
復
活
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
明
治
九

年
は
、
秩
禄
処
分
が
断
行
さ
れ
、
士
族
の
大
量
失
職
が
発
生
し
た
年
で
あ
り
、
こ

の
前
後
に
は
日
本
の
各
地
で
士
族
反
乱
が
起
こ
っ
て
い
る
。
会
津
藩
は
、
明
治
維

新
時
に
廃
藩
、
斗
南
藩
立
藩
と
い
う
形
で
、
藩
士
の
大
量
移
住
と
失
職
を
経
験
し

て
お
り
そ
の
後
遺
症
は
今
に
続
い
て
い
る
。
全
国
的
な
世
情
不
安
の
折
頼
れ
る
も

の
は
何
か
が
問
わ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
世
情
の
中
で
思
い
出
さ
れ
た
の
が
同
族

の
相
互
扶
助
組
織
だ
っ
た
。

今
又
之
ヲ
続
き
。
毎
家
例
月
十
銭
ヲ
出
シ
。
其
相
会
ス
ル
ハ
隔
月
ヲ
以
テ
シ
。

日
月
相
積
ミ
子
母
増
加
。
以
テ
不
虞
ニ
備
ヘ
且
ツ
永
年
掃
墓
ノ
料
ト
為
ス
ヲ

第
一
義
ト
シ
。
各
家
祖
先
墳
墓
ノ
地
ナ
レ
ハ
。
時
ニ
ハ
来
拝
同
姓
懇
会
留
談

入
用
ラ
ノ
費
補
タ
ル
ヲ
第
二
義
ト
ナ
サ
ハ
。
他
日
子
孫
ノ
用
タ
ル
不
可
計
者

ア
ラ
ン
ト
ス
。
ソ
ノ
会
タ
ル
ヤ
。
各
家
輸
巡
主
任
シ
。
物
薄
ク
情
厚
キ
ヲ
以

テ
主
本
ト
シ
。
永
久
忍
耐
ヲ
目
的
ト
セ
ン
。

そ
れ
ぞ
れ
の
家
が
毎
月
十
銭
宛
醵
出
、
例
会
は
隔
月
と
す
る
。
時
が
た
て
ば
醵

出
し
た
原
金
と
利
子
が
増
加
す
る
。そ
れ
で
不
慮
の
事
態
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

墳
墓
の
供
養
料
と
す
る
の
が
第
一
で
、
時
に
は
同
族
が
集
ま
り
法
要
、
懇
親
会
を

行
う
た
め
の
費
用
を
補
助
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
子
孫
の
た
め
に
な
る
。
会
合
の
責

任
者
は
各
家
が
順
に
当
た
り
、
お
金
を
使
わ
ず
心
を
こ
め
て
あ
た
り
、
永
続
を
目

的
と
す
る
。
基
金
が
貯
ま
れ
ば
、
子
孫
に
何
か
不
時
の
出
費
が
必
要
に
な
っ
た
時

に
も
役
立
つ
だ
ろ
う
。

　

於
是
カ
議
成
リ
約
結
ヒ
。
其
条
例
如
左
。
極
天
莫
墜
。
明
治
十
年
五
月
也
。

話
が
ま
と
ま
っ
た
の
で
、
会
則
を
作
っ
た
。
明
治
十
年
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。

と
し
て
、
以
下
に
十
三
項
目
に
わ
た
る
条
例
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
今
こ
れ
を
要

約
す
る
と
、

一 　

同
心
社
設
立
の
趣
旨
は
、
同
族
と
い
え
ど
も
末
流
に
な
る
と
関
係
が
薄
く
な

り
、
敵
対
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
ふ
だ
ん
か
ら
注
意
し
、

定
期
的
集
ま
っ
て
親
交
を
結
ぶ
た
め
で
あ
る
。

山
友
吉
の
み
で
、
残
り
の
三
家
は
い
ず
れ
も
戊
辰
国
難
以
後
に
家
を
成
し
た
と
さ

れ
た
者
ば
か
り
だ
っ
た
。
一
族
離
散
し
た
故
郷
で
た
ま
た
ま
出
会
っ
た
彼
ら
が
こ

の
時
期
同
族
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
背
景
に
は
、
旧
藩
時
代
以
来
の
結
び
つ
き

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
旧
藩
時
代
の
丸
山
一
族
の
同
族
会
の
運
営
費
は
、
各
家
の
醵
出
金
で
ま
か
な
わ

れ
て
い
た
。
禄
高
に
応
じ
て
出
資
し
、
積
金
を
ま
し
て
ゆ
く
。
何
か
こ
と
が
あ
っ

て
公
務
に
就
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
時
、
資
金
不
足
に
な
っ
た
者
に
は
、

こ
の
会
が
貸
し
出
す
。
京
都
出
役
の
時
に
は
、
こ
の
醵
出
金
に
助
け
ら
れ
た
も
の

が
多
か
っ
た
。

ソ
ノ
会
タ
ル
ヤ
。
醵
銭
以
テ
不
虞
ニ
備
フ
。
例
禄
五
十
石
ヲ
受
ク
ル
者
。
毎

会
小
銭
十
五
枚
ヲ
出
ス
。
禄
多
キ
者
之
ニ
準
ス
。
歳
月
ノ
久
キ
。
子
母
相
積

テ
頗
ル
多
シ
ト
ス
。
旧
君
守
護
奉
職
後
。
此
ノ
醵
金
ニ
頼
リ
テ
。
力
ヲ
国
家

ヲ
尽
ス
コ
ト
得
ル
モ
ノ
多
シ
。

遠
祖
の
法
要
、
掃
苔
を
例
会
と
し
つ
つ
蓄
積
さ
れ
た
拠
出
金
の
運
用
例
を
見
る

と
、
こ
れ
は
一
族
が
催
行
す
る
頼
母
子
講
の
変
形
で
あ
る
。
藩
士
達
の
生
活
の
知

恵
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
寒
冷
地
で
海
が
な
い
内
陸
に
所
領
の
あ
っ
た
会
津
藩

は
、、
西
南
諸
藩
と
比
べ
て
、
収
入
が
少
な
く
、
生
活
に
追
わ
れ
る
藩
士
が
少
な

く
な
か
っ
た
。
後
年
の
こ
と
だ
が
、三
郎
の
長
女
マ
シ
が
、「
三
百
石
の
泣
き
知
行
」

と
い
う
こ
と
ば
を
伝
え
て
い
る
。
三
百
石
未
満
の
藩
士
は
内
職
自
由
で
、
と
に
か

く
生
活
の
た
め
内
職
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
禄
高
三
百
石
に
な
る
と
、
内
職

は
禁
止
、家
の
体
面
を
保
つ
た
め
の
出
費
も
増
え
る
の
で
、増
俸
さ
れ
て
も
か
え
っ

て
生
活
が
つ
ら
く
な
る
と
い
う
意
味
で
、
上
士
と
呼
ば
れ
る
階
級
で
も
、
中
流
以

下
の
武
士
の
生
活
は
厳
し
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
容
保
の
京
都

守
護
職
就
任
に
伴
い
京
都
赴
任
を
命
じ
ら
れ
た
藩
士
達
に
と
っ
て
、
出
征
に
伴
う

費
用
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
ん
な
時
に
、
こ
の
醵
出

金
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
こ
で
、
一
族
離
散
し
廃
墟
と
化
し
た
故
郷
に
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二
三

一 　

何
か
起
き
た
時
に
は
援
助
す
る
が
、
ふ
だ
ん
は
お
た
が
い
そ
れ
ぞ
れ
に
自
立

し
た
生
計
を
立
て
る
こ
と
。

一 　

堕
落
、
不
品
行
の
行
い
が
噂
に
な
る
よ
う
な
ら
、
仲
間
で
説
得
し
て
破
滅
さ

せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

一 　

基
金
は
勝
手
に
運
用
し
な
い
こ
と
。
利
用
し
た
い
時
に
は
、
若
松
在
住
の
社

員
の
同
意
を
得
る
こ
と
。

一 　

四
名
で
設
立
し
た
が
、
遠
隔
地
に
い
る
者
も
手
紙
な
ど
で
参
加
す
る
こ
と
が

出
来
る
。
遠
隔
地
の
居
住
者
も
基
金
を
醵
出
し
て
ほ
し
い
。

一 　

社
員
は
、
も
し
貧
し
く
て
醵
金
出
来
な
く
て
も
退
社
し
な
く
て
も
よ
い
。
た

だ
し
、
例
会
に
は
必
ず
出
て
ほ
し
い
。
遠
隔
地
居
住
者
は
、
都
合
の
つ
い
た
時

だ
け
で
い
い
。

一 　

社
員
が
離
散
分
居
し
て
去
る
か
ら
と
い
っ
て
、
基
金
は
返
金
し
な
い
。

一 　

基
金
は
、
帳
簿
に
付
け
証
印
を
押
す
こ
と
。
社
員
以
外
に
預
け
る
時
に
は
、

証
書
を
発
行
さ
せ
る
こ
と
。
預
け
先
は
社
員
の
熟
議
に
よ
っ
て
決
め
る
。
利
子

は
十
五
円
に
つ
き
一
ヶ
月
二
十
五
銭
と
す
る
。
但
し
十
五
日
後
に
預
っ
た
も
の

は
、
そ
の
月
の
利
子
を
付
け
な
い
。

一 　

貧
富
の
差
に
よ
っ
て
出
資
金
に
差
が
あ
っ
て
も
、
利
用
す
る
時
に
は
平
等
に

扱
う
こ
と
。
出
資
金
が
多
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
他
よ
り
多
く
利
用
さ
せ
る
と

い
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

一 　

社
金
を
預
る
者
は
一
人
五
十
円
ま
で
と
し
、
元
利
五
十
円
以
上
に
な
っ
た
時

は
、
別
に
人
を
立
て
る
こ
と
。
時
に
は
、
抵
当
物
を
出
さ
せ
る
こ
と
。

 　

但
し
五
十
円
以
上
に
な
っ
て
も
社
員
の
信
任
が
あ
れ
ば
熟
議
の
上
、
そ
の
ま

ま
預
け
続
け
て
も
よ
い
。

一 　

社
金
が
百
円
に
な
っ
た
ら
銀
行
に
預
け
る
こ
と
。

一 　

社
金
の
利
子
の
う
ち
幾
分
か
を
社
員
の
壮
輩
が
主
管
し
て
一
族
の
墳
墓
の
掃

除
料
と
す
る
。

と
、
細
か
な
点
に
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。
十
五
日
以
降
に
預
か
っ
た
も
の
に
は

利
子
を
付
け
な
い
と
い
う
の
は
郵
便
貯
金
に
見
ら
れ
る
ル
ー
ル
で
あ
る
が
、
基
金

を
貸
し
出
す
時
の
金
利
が
十
五
円
に
つ
き
一
ヶ
月
二
十
五
銭
と
い
う
の
は
高
利
か

否
か
、
単
純
計
算
で
は
十
五
円
の
元
金
に
対
し
て
一
年
で
三
円
の
利
息
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
こ
う
し
た
互
助
制
度
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
、
当
時
の
会
津

若
松
在
住
の
士
族
は
疲
弊
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
胤
永
は
、
こ
の
頃

帰
農
し
て
農
業
用
の
土
地
を
手
に
入
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
士
族
授
産

の
た
め
、
会
津
特
産
の
人
参
の
販
売
会
社
の
設
立
を
企
て
政
府
か
ら
の
貸
付
金
を

請
願
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
。
た
ま
た
ま
新
政
府
と
関
係

の
あ
る
胤
永
は
、
疲
弊
し
た
地
元
で
、
否
応
な
く
一
族
全
体
の
生
活
を
考
え
ざ
る

を
得
な
い
境
遇
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

五
秋
月
胤
永
が
手
が
け
た
士
族
授
産
の
一
つ
が
、
会
津
特
産
の
人
参
の
販
売
を
目

的
と
す
る
弘
業
会
社
設
立
で
あ
る
。
彼
は
地
元
で
の
出
資
金
を
募
る
と
同
時
に
、

中
央
官
庁
に
も
働
き
か
け
て
、
開
業
資
金
拠
出
の
運
動
を
始
め
た
。
会
社
組
織
を

整
え
、
趣
意
書
を
持
っ
て
上
京
し
た
の
は
、
明
治
十
一
年
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

窓
口
の
担
当
者
か
ら
紹
介
さ
れ
た
担
当
上
司
が
戊
辰
戦
争
当
時
山
形
藩
の
家
老
千

坂
兵
部
で
、
胤
永
が
戊
辰
戦
争
当
時
降
伏
交
渉
の
た
め
密
か
に
会
っ
て
話
し
合
っ

た
人
物
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
話
は
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
進
み
、
同
年
十
二
月
、

官
金
二
万
五
千
円
の
貸
し
付
け
を
受
け
て
、
三
万
三
千
円
の
資
本
金
に
よ
り
弘
業

会
社
創
設
、彼
は
初
代
社
長
と
な
る
。
主
た
る
目
的
は
人
参
製
造
の
保
護
奨
励
で
、

人
参
の
買
い
入
れ
と
同
時
に
、
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
っ
た
。
明
治
十
二
年
中
の

貸
出
残
高
は
、
二
万
三
百
十
八
円
だ
っ
た
。（『
会
津
若
松
史
』
第
六
巻
）
正
式
の

開
業
は
、
明
治
十
四
年
か
。
彼
が
社
長
を
辞
し
て
上
京
し
た
後
、
明
治
十
四
年
四

月
二
十
四
日
付
の
三
郎
宛
手
紙
の
中
に
正
式
開
業
を
祝
う
言
葉
が
見
ら
れ
る
。

そ
の
一
方
で
彼
は
旧
主
松
平
容
保
の
依
頼
を
受
け
て
、
も
っ
と
大
が
か
り
な
士

族
授
産
計
画
に
力
を
貸
し
た
。
世
に
い
う
安
積
疏
水
開
拓
事
業
で
あ
る
。
福
島
県

官
中
条
政
恒
の
発
起
に
よ
り
旧
主
松
平
容
保
を
巻
き
込
ん
で
の
安
積
開
拓
に
つ
い
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二
四

て
、
嘆
願
書
を
執
筆
し
た
の
が
胤
永
で
あ
っ
た
こ
と
は
「
持
続
す
る
志
四
」（「
金

城
学
院
論
集
人
文
科
学
編
」）
で
報
告
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
彼

は
ど
う
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
故
秋
月
孝
眞
家
に
興
味
深
い
資
料
が
残

さ
れ
て
い
た
。

六
雁
皮
紙
三
枚
に
丁
寧
に
書
か
れ
た
そ
の
内
容
は
、
安
積
開
拓
に
丸
山
一
族
が
積

極
的
に
関
わ
ろ
う
と
い
う
呼
び
か
け
で
、
胤
永
が
安
積
開
拓
に
ど
の
よ
う
に
関
わ

ろ
う
と
し
て
い
た
の
か
が
、
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
胤
永
の
養
嗣
子

浩
之
丞
で
、
文
中
に
「
御
地
ノ
如
キ
寒
地
ニ
同
姓
親
族
隔
所
ニ
散
居
シ
動
モ
ス
レ

ハ
飢
寒
ニ
迫
ル
ニ
比
ス
レ
ハ
」（「
御
地
ノ
如
キ
寒
地
」
と
い
う
の
は
、
現
在
会
津

若
松
近
辺
に
居
住
し
て
い
る
一
族
で
は
な
く
、
斗
南
な
ど
の
寒
冷
地
に
い
ま
だ
に

居
住
し
て
い
た
一
族
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。）
と
あ
る
こ
と
で
分
か
る
よ
う
に
、

彼
が
一
族
の
人
々
に
呼
び
か
け
る
と
い
う
形
式
を
取
っ
て
い
る
が
、
計
画
は
実
質

的
に
は
胤
永
が
中
心
に
な
っ
て
練
り
上
げ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
移
住
計
画
の
盟

主
は
、
旧
来
の
宗
家
で
は
な
く
、
新
興
の
秋
月
で
あ
る
こ
と
が
ま
ず
注
目
さ
れ
る
。

以
下
順
を
追
っ
て
内
容
を
分
析
し
て
み
た
い
。（
読
み
や
す
く
す
る
た
め
文
中
適

宜
句
読
点
を
施
し
た
。）

今
回
彦
根
士
人
一
般
ノ
願
ナ
リ
ト
テ
、
百
方
依
頼
ア
リ
シ
モ
、
決
然
御
断
ナ

サ
レ
シ
ハ
、
別
ニ
大
金
ヲ
得
ル
ノ
路
ア
ル
ニ
ア
ラ
ス
。
又
タ
一
身
一
家
ノ
為

ニ
モ
ア
ラ
ス
。
大
ニ
親
族
ヲ
利
シ
、子
孫
ヲ
益
ス
ル
ノ
計
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
。

然
レ
ト
モ
是
レ
亦
、
父
公
ノ
身
ニ
モ
益
ナ
キ
ニ
非
ス
。

冒
頭
、「
彦
根
人
士
一
般
ノ
願
ナ
リ
ト
テ
…
」
と
あ
る
の
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の

頃
胤
永
を
よ
く
知
る
彦
根
の
有
力
者
が
、
学
校
を
造
る
に
つ
い
て
、
是
非
と
も
教

授
と
し
て
赴
任
し
て
も
ら
い
た
い
、
給
料
は
、
百
円
く
ら
い
ま
で
は
出
せ
る
、
と

い
う
依
頼
状
を
胤
永
宛
に
送
っ
て
き
て
い
た
こ
と
を
さ
す
。
胤
永
の
個
人
的
な
事

情
が
、
最
初
の
話
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
事
情
を
知
ら
な

い
者
に
は
何
の
こ
と
か
分
か
ら
な
い
。
こ
う
し
た
話
題
か
ら
こ
の
文
章
が
始
ま
る

の
は
、
少
な
く
と
も
会
津
若
松
在
住
の
丸
山
・
秋
月
一
族
に
は
、
胤
永
の
一
挙
手

一
投
足
が
注
目
の
的
で
、豊
か
な
収
入
を
得
ら
れ
る
申
し
出
を
な
ぜ
断
っ
た
の
か
、

話
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
彦
根
行
き

を
断
念
し
た
の
は
も
っ
と
高
給
な
就
職
先
や
、
自
分
や
自
分
の
家
族
の
た
め
と
い

う
狭
い
了
見
で
は
な
く
、
親
族
の
た
め
、
同
族
の
子
孫
の
繁
栄
の
た
め
と
い
う
深

謀
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
父
の
た
め
に
も
な
る
、
と
い
う
説
明
が

続
く
。「
父
公
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、
こ
の
文
章
の
書
き
手
が
誰
で
あ
る
か
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
で
は
、
胤
永
が
彦
根
行
き
を
断
っ
た
真
の
理
由
は
何
か
。
問

題
は
日
本
の
現
在
の
政
情
で
あ
る
。
国
内
で
は
財
政
事
情
が
逼
迫
し
、
国
会
開
設

を
求
め
る
声
が
満
ち
て
い
る
。
国
外
問
題
で
は
条
約
改
正
と
い
う
難
問
が
あ
る
。

国
政
に
は
問
題
が
山
積
し
て
い
る
た
め
、
有
用
な
人
物
で
も
多
少
と
も
生
活
に
ゆ

と
り
の
あ
る
も
の
は
、
事
態
を
傍
観
し
て
冷
や
や
か
に
見
て
い
る
だ
け
だ
。
こ
う

い
う
わ
け
だ
か
ら
、
父
に
も
し
ば
ら
く
は
諸
葛
孔
明
が
隠
棲
し
て
劉
備
玄
徳
に
見

い
だ
さ
れ
る
の
を
待
っ
た
よ
う
に
、
悠
然
と
構
え
て
も
ら
う
と
よ
い
。

お
お
よ
そ
こ
の
よ
う
な
時
世
の
分
析
を
し
た
後
、
提
案
さ
れ
る
の
が
、
一
族
を

挙
げ
て
の
対
面
が
原
移
住
で
あ
る
。

此
回　

芳
山
公
政
府
ヨ
リ
二
十
万
円
ヲ
無
利
子
二
十
ヶ
年
据
置
ニ
テ
借
リ
、

対
面
ヵ
原
地
方
ヘ
籍
ヲ
御
移
シ
ナ
サ
レ
、
旧
臣
民
ヲ
率
先
シ
テ
開
墾
ニ
従
事

セ
ラ
ル
ヘ
シ
ト
ス
ル
ノ
挙
ア
リ
。
自
今
懇
願
セ
ン
ト
家
令
始
メ
尽
力
中
ナ
レ
ハ
、
其
成
否
未

タ
知
ル
ヘ
カ
ラ
サ
レ
ト
モ
、
中
条
書
記
官
ニ
モ
大
尽
力
、
内

談
ニ
テ
ハ
内
務
卿
・
参
議
モ
不
可
ト
セ

ス
。
故
ニ
十
カ
九
ハ
成
ル
モ
ノ
ト
ス
。 

依
テ
三
十
円
ノ
月
給
ニ
テ
、
父
公
ニ
顧
問
ノ
任

ヲ
托
セ
ラ
ル
ヽ
内
約
ナ
リ
。

旧
会
津
藩
主
松
平
容
保
が
政
府
か
ら
二
十
万
円
の
貸
付
金
を
、
二
十
年
間
無
利

子
で
借
り
受
け
、
容
保
を
初
め
全
員
が
移
住
先
の
対
面
が
原
に
籍
を
移
し
て
開
墾

に
あ
た
る
。
こ
れ
に
は
、
た
だ
し
こ
の
計
画
は
現
在
申
請
中
で
未
確
定
だ
が
、
県

役
人
の
中
条
政
恒
が
尽
力
し
て
お
り
、
内
務
大
臣
や
参
議
数
名
も
賛
成
と
の
こ
と

な
の
で
十
中
八
九
は
実
現
す
る
は
ず
だ
、
と
い
う
割
り
注
が
あ
っ
て
、
計
画
実
現

の
暁
に
は
、
胤
永
は
月
給
三
十
円
で
そ
の
顧
問
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
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二
五

と
結
ば
れ
る
。
会
津
藩
士
救
済
目
的
で
中
条
政
恒
が
企
画
し
た
「
安
積
開
拓
」
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
計
画
の
内
幕
を
知
る
こ
と
の
出
来
る
貴
重
な
情
報
と
い
え
よ

う
。

七
こ
の
事
態
に
、
秋
月
一
族
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ
い
か
。
そ
こ
で
出
さ

れ
た
結
論
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

依
テ
、
父
公
初
メ
私
ノ
愚
考
ニ
テ
ハ
、
所
謂
ル
背
水
ノ
陣
ニ
テ
家
ヲ
売
リ
、

地
ヲ
販
キ
、
同
姓
親
族
尽
ク
籍
ヲ
彼
ノ
地
ニ
移
シ
、
一
ノ
新
村
ヲ
ナ
シ
、
薩

ノ
外
城
ノ
如
ク
、
十
津
川
ノ
郷
士
ノ
如
ク
ニ
シ
テ
、
農
隙
ニ
ハ
文
ヲ
講
シ
、

武
ヲ
習
ヒ
、
真
ノ
農
商
ニ
陥
ラ
ス
、
祖
先
ノ
旧
様
ヲ
維
持
ス
ル
ヲ
良
策
ト
ス
。

是
レ
一
身
一
家
ノ
為
メ
ニ
計
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、親
族
力
ヲ
戮
セ
テ
与
ニ
立
チ
、

共
ニ
自
主
ノ
権
ヲ
得
ル
路
ナ
リ
ト
、
固
ク
信
シ
テ
疑
ハ
ズ
。

現
在
持
っ
て
い
る
土
地
建
物
を
全
て
売
り
払
い
、
同
姓
、
親
族
全
て
が
籍
を
移

住
先
に
移
し
て
、
そ
こ
に
一
族
だ
け
の
新
村
を
作
る
。
こ
れ
は
薩
摩
領
内
各
地
の

城
砦
に
半
農
半
士
の
武
士
の
集
団
が
駐
屯
・
居
住
し
、
有
事
に
領
主
・
地
頭
の
命

令
で
戦
闘
員
と
な
る
外
城
制
、
あ
る
い
は
天
誅
組
の
蜂
起
に
多
数
の
住
民
が
参
加

し
た
近
世
十
津
川
流
域
の
在
郷
武
士
集
団
の
よ
う
な
組
織
を
作
り
、
農
業
労
働
の

合
間
に
は
文
武
の
修
行
を
し
て
純
粋
の
農
商
業
者
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
こ
そ
旧

藩
以
来
の
先
祖
の
風
儀
を
守
る
道
だ
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
的
な
成

功
を
求
め
る
の
で
は
な
く
一
族
全
体
が
一
致
協
力
し
て
自
立
し
た
共
同
体
を
作
り

上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
は
ず
だ
。

こ
の
よ
う
に
説
明
し
た
上
で
、
浩
之
丞
は
さ
ら
に
集
団
移
住
の
得
失
を
例
示
す

る
。利

点
の
第
一
は
、
二
百
年
来
の
旧
主
を
中
心
に
し
た
生
活
が
出
来
る
こ
と
、
第

二
は
土
地
家
屋
が
揃
い
、
自
主
的
に
決
断
出
来
る
豪
族
と
し
て
子
孫
の
将
来
が
保

証
さ
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
同
姓
の
親
族
が
艱
難
辛
苦
を
共
に
し
、
悲
喜
吉
凶
を
共

有
出
来
る
こ
と
、
ま
た
共
同
生
活
の
た
め
文
武
の
修
行
に
も
有
利
な
こ
と
、
地
理

的
な
観
点
か
ら
見
て
も
、
土
地
は
平
坦
で
気
候
は
温
和
、
積
雪
酷
寒
に
悩
ま
さ
れ

ず
に
済
む
、
お
ま
け
に
幹
線
道
路
に
接
し
て
お
り
、
今
度
出
来
た
若
松
か
ら
国
道

へ
の
新
道
に
も
近
い
、
と
利
点
を
数
え
上
げ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
ん
な
一
言
を
付
け

加
え
る
。「
馬
車
電
信
」
の
便
が
よ
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
、
赴
任
先
の
東
京
で
そ
の

日
暮
ら
し
を
な
が
く
す
る
の
と
比
べ
る
と
、
雲
泥
の
差
ま
さ
に
月
と
ス
ッ
ポ
ン
で

あ
る
。（
こ
こ
に
、
東
京
暮
ら
し
で
父
が
大
金
を
得
た
と
し
て
も
、
こ
れ
は
自
分

一
家
の
所
得
で
あ
っ
て
、
同
族
の
利
に
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
注
が
あ
る
。）
貴

方
が
暮
ら
し
て
い
る
地
方
の
よ
う
な
寒
冷
地
に
同
姓
の
親
族
が
バ
ラ
バ
ラ
に
定
住

し
て
や
や
も
す
れ
ば
飢
寒
に
苦
し
め
ら
れ
る
の
と
比
べ
る
と
、
移
住
の
す
ば
ら
し

さ
が
分
か
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
。 

問
題
点
は
、
祖
先
以
来
の
墳
墓
の

地
を
去
る
こ
と
と
、
こ
れ
ま
で
丹
誠
こ
め
て
開
拓
し
た
田
地
を
手
放
さ
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
だ
が
、
こ
れ
も
近
く
新
道
が
出
来
れ
ば
、
日
帰
り
で
往
復
が
出
来
る
よ

う
に
な
る
の
で
あ
ま
り
心
配
す
る
に
は
お
よ
ば
な
い
。
近
年
入
手
し
た
田
地
の
こ

と
は
問
題
に
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
に
代
わ
っ
て
広
大
な
土
地
が
入
手
出
来

る
か
ら
だ
。

父
が
、
彦
根
の
学
校
赴
任
な
ど
と
い
う
目
前
の
利
益
を
省
み
ず
、
親
族
と
共
に

生
計
を
図
ろ
う
と
考
え
た
の
こ
う
い
う
わ
け
だ
。
父
は
親
族
の
皆
さ
ま
に
同
じ
く

一
家
を
挙
げ
て
こ
の
計
画
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
賛
成
し
て

下
さ
る
方
は
、
こ
れ
ま
で
の
計
画
を
変
更
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
こ
に
「
サ
イ
女
多
四
郎
等
ノ
好
処
分
」と
い
う
付
言
が
出
て
く
る
。
こ
の
頃
に
、

こ
の
二
名
の
人
物
に
何
か
生
活
上
の
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
の
説
明
し
具
体
的
な
内
容
は
以
下
に
記
す
と
し
て
、
浩
之
丞
は
次
の

よ
う
に
決
意
を
促
す
。

篤
ク
ト
御
勘
考
ノ
上
急
ニ
御
内
慮
ノ
回
答
ヲ
乞
フ
。
然
レ
ト
モ
深
秘
ノ
件
ナ

リ
、
且
ツ
旧
臣
移
住
人
ハ
二
三
百
戸
位
ニ
出
テ
サ
ル
予
算
ナ
ル
ニ
、
之
ヲ
望

ム
者
多
ナ
レ
ハ
、
外
ヘ
御
談
及
ハ
御
出
願
相
成
候
上
、
御
案
内
申
上
ケ
候
ニ

テ
ハ
、
親
子
骨
肉
ニ
テ
モ
必
ス
御
発
言
被
下
間
敷
、
予
テ
申
上
ケ
置
キ
候
。
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二
六

此
儀
ハ
父
公
ヨ
リ
改
テ
被
命
候
也
。

よ
く
考
え
た
上
で
早
急
に
本
心
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
。
こ
れ
は
極
秘
案
件
で
あ

り
、
計
画
で
は
移
住
可
能
な
の
は
百
家
族
（
二
三
百
を
百
に
訂
正
）
内
外
の
予
算

し
か
見
込
ま
れ
て
い
な
い
。
外
部
に
漏
れ
な
い
よ
う
近
親
者
間
で
も
お
お
っ
ぴ
ら

に
は
な
さ
ら
な
い
よ
う
に
願
い
た
い
。
こ
の
件
は
改
め
て
父
か
ら
し
っ
か
り
申
し

渡
さ
れ
て
い
る
。

一
部
文
意
に
乱
れ
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
お
お
よ
そ
は
こ
の
よ
う
な
意
味
だ
ろ
う

か
。
胤
永
は
、
安
積
入
植
の
計
画
を
相
談
さ
れ
、
請
願
書
を
書
く
な
ど
実
現
に
向

け
て
深
く
関
わ
っ
た
立
場
か
ら
、
こ
の
計
画
の
顧
問
と
し
て
顧
問
料
を
受
け
取
る

と
い
う
事
実
を
以
て
こ
の
計
画
の
信
憑
性
を
保
証
し
、
公
表
さ
れ
る
以
前
に
一
族

の
再
生
を
可
能
に
す
る
計
画
を
内
々
具
体
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。こ

こ
に
見
ら
れ
る
入
植
方
針
の
基
本
は
、
一
言
で
い
う
と
「
祖
先
ノ
旧
様
ヲ
維

持
ス
ル
」
こ
と
に
あ
る
。
明
治
の
新
政
府
が
発
足
し
て
既
に
十
年
以
上
経
過
し
て

い
る
。
こ
の
間
旧
会
津
藩
は
新
政
府
に
よ
り
藩
の
取
り
潰
し
、
三
万
石
で
の
再
立

藩
と
い
う
経
過
の
中
で
、
失
職
、
減
俸
、
斗
南
移
住
と
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
の
末
、

最
終
的
に
は
秩
禄
を
全
く
失
う
と
い
う
厳
し
い
境
遇
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
明
治

五
年
、
特
赦
に
よ
り
左
院
少
議
生
に
任
官
し
た
秋
月
胤
永
と
手
代
木
勝
任
と
は
、

就
任
直
後
に
斗
南
に
移
住
し
た
旧
会
津
藩
士
の
救
済
を
願
う
請
願
書
を
出
し
て
い

る
。
新
政
府
の
秩
禄
処
分
は
、日
本
全
国
に
大
量
の
士
族
の
失
業
者
を
生
ん
だ
が
、

旧
会
津
藩
士
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
も
っ
と
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
て
き
た
。
西
南

戦
争
以
後
、
改
め
て
旧
士
族
た
ち
の
生
活
保
障
と
い
う
問
題
が
中
央
政
府
の
緊
急

課
題
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
が
提
案
さ
れ
実

行
に
移
さ
れ
て
い
る
。
既
に
以
前
か
ら
北
海
道
開
拓
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

中
で
こ
の
開
拓
計
画
は
、
会
津
に
近
い
と
こ
ろ
で
の
開
拓
計
画
で
あ
り
、
旧
藩
主

が
先
頭
に
立
っ
て
の
請
願
で
あ
る
。
計
画
実
現
疑
い
な
し
と
考
え
た
胤
永
が
、
親

族
は
じ
め
同
姓
一
族
の
生
活
安
定
の
た
め
に
考
え
た
計
画
が
、
一
族
の
集
団
移
住

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

八
胤
永
は
こ
れ
ま
で
何
度
も
見
て
き
た
よ
う
に
、
食
禄
百
五
十
石
の
会
津
藩
士
丸

山
胤
道
の
次
男
で
あ
り
、
本
家
の
跡
取
り
は
兄
胤
昌
の
子
胤
孝
で
あ
る
。
通
常
は

長
兄
が
家
を
嗣
げ
ば
、
次
男
は
家
を
出
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
自
由
に
自
分
の
人
生

を
歩
む
こ
と
が
出
来
る
。
ま
し
て
胤
永
は
、
秋
月
姓
を
名
乗
っ
て
い
る
わ
け
だ
か

ら
、
本
家
を
離
れ
て
の
活
動
が
可
能
な
は
ず
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
戊
辰
戦
争
後
の

激
動
の
中
で
、
母
の
生
活
保
証
を
巡
る
諸
問
題
が
一
族
に
重
く
の
し
か
か
っ
た
。

本
家
の
跡
取
り
胤
孝
が
落
ち
着
か
ず
、
一
族
の
生
活
が
仕
官
し
た
胤
永
一
人
に
か

か
っ
て
き
た
。
そ
の
上
、
戦
争
後
の
人
間
関
係
が
同
郷
人
意
識
を
大
き
く
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
す
る
。青
森
県
給
仕
を
し
て
い
た
柴
五
郎
が
上
京
願
い
を
出
し
た
時
に
、

身
元
引
受
人
は
い
る
か
と
尋
ね
ら
れ
て
、
東
京
に
は
秋
月
胤
永
な
ど
が
い
る
か
ら

問
題
は
な
い
と
答
え
た
と
い
う
話
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
少
し
で
も
成
功
し

て
い
る
人
物
の
と
こ
ろ
に
は
、
多
数
の
依
頼
人
が
集
ま
っ
て
く
る
と
い
う
わ
け
で

あ
る
。
在
京
中
に
は
一
族
の
生
活
補
助
を
す
る
傍
ら
、
学
費
の
援
助
、
多
数
の
寄

宿
生
を
受
け
入
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
過
去
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
同
心
社
と
い
う
組

織
を
考
え
、
さ
ら
に
、
一
族
挙
げ
て
の
移
住
計
画
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。彼
は
、農
業
に
従
事
す
る
と
い
う
選
択
に
ほ
と
ん
ど
違
和
感
を
持
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
彼
は
在
京
中
か
ら
三
郎
に
対
し
て
、
土
地
の
買

い
入
れ
農
耕
の
実
行
を
指
示
し
て
い
る
。
帰
郷
後
は
塾
を
開
い
た
り
、
弘
業
会
社

の
創
設
に
関
わ
っ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
活

動
の
中
で
彼
に
と
っ
て
農
業
は
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
こ
と
が
ら
だ
っ
た
。
時
代

は
大
き
く
動
い
て
い
る
。
そ
の
動
き
の
中
で
、
新
時
代
の
動
き
に
か
か
わ
ら
ず
旧

来
の
価
値
観
に
基
づ
い
て
選
択
さ
れ
た
の
が
、
旧
主
を
中
心
に
し
た
集
団
移
住

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
彼
の
発
想
の
限
界
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
旧
藩
士
の
窮

乏
生
活
を
救
済
す
る
と
い
う
目
的
に
異
論
は
な
い
が
、
こ
れ
で
は
新
時
代
に
向
け

て
の
発
展
は
見
え
て
こ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
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二
七

九
以
下
入
植
に
際
し
て
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン
が
示
さ
れ
る
。「
未
定
概
算
」
と
し

て
示
さ
れ
る
、
国
が
計
画
し
て
い
る
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

＊
家
屋
建
築
費
、
農
具
購
入
費
、
食
費
等
、
一
戸
に
つ
い
て
四
百
四
十
円
く
ら
い
、

二
ヶ
年
下
付
。（
こ
の
件
は
内
々
の
話
で
未
定
で
あ
り
、
く
れ
ぐ
れ
も
口
外
無
用

の
こ
と
。）

＊
土
地
の
面
積
は
、
農
地
一
町
歩
、
宅
地
二
反
く
ら
い
。（
農
地
は
、
構
成
員
の

中
身
に
よ
り
割
増
。）

＊
二
十
ヶ
年
間
無
税
。

こ
れ
に
対
し
て
、
丸
山
一
族
と
し
て
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
胤
永
の
プ
ラ
ン

は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

先
ツ
着
手
ノ
次
序
ハ
、
親
族
中
ニ
テ
農
事
ニ
熟
練
セ
シ
者
ヲ
鍬
頭
ト
シ
、
三

戸
カ
四
戸
位
合
シ
テ
大
屋
ヲ
作
リ
合
居
シ
、
一
戸
ヨ
リ
、
下
付
金
四
百
四
十
金
ノ
内
ヨ

リ
各
自
百
五
十
金
ヲ
出
シ
テ
、
一
大
屋
ヲ

作
ル
ト
、
農
具
ト
、
飯
料
ト
ニ
充
テ
、
三
戸
同
居
ス
ト
雖
ト
モ
各
戸
其
室
ヲ
異

ニ
シ
、
其
残
金
三
百
円
ハ
之
ヲ
銀
行
ヘ
預
ケ
置
キ
、
分
家
ス
ル
ノ
準
備
ト
ス
。  

其
教
導
誘
掖
ニ
従

フ
テ
耕
種
ノ
次
序
・
方
法
ヲ
学
フ
コ
ト
三
五
年
ナ
レ
ハ
、
其
要
ヲ
知
ル
コ
ト

ア
ラ
ン
。
而
シ
テ
各
戸
皆
家
ヲ
作
リ
、
分
家
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。予
シ
メ
各
自
ノ
宅

地
ヲ
定
メ
置
キ
、

ク
サ
キ
等
ヲ
植
ヱ

ヲ
ク
ヲ
善
シ
ト
ス
。 

然
ラ
ハ
則
新
百
姓
モ
農
事
ノ
順
序
ヲ
失
フ
ノ
憂
ナ
ク
、
又
タ

下
付
金
ヲ
浪
費
ス
ル
憂
モ
ナ
シ
ト
ス
。

・
農
業
に
熟
練
し
た
人
物
を
責
任
者
と
し
、
三
、
四
戸
が
一
グ
ル
ー
プ
と
な
っ
て
、

家
を
一
軒
建
て
て
同
居
す
る
。
た
だ
し
部
屋
割
り
は
、
各
戸
ご
と
別
々
。

・
下
付
金
の
内
一
戸
あ
た
り
百
五
十
円
を
醵
出
し
て
家
の
建
築
費
に
充
て
る
。

・
残
金
は
銀
行
預
金
と
し
、
独
立
す
る
時
の
準
備
金
と
す
る
。

・
責
任
者
の
指
導
に
従
い
、
土
地
の
耕
作
、
播
種
の
順
序
な
ど
を
三
〜
五
年
に
わ

た
っ
て
学
ぶ
。

・
要
点
を
会
得
し
た
ら
、
各
戸
独
立
。

・
将
来
独
立
し
た
時
の
た
め
に
、
初
め
に
土
地
を
割
り
振
り
、
木
な
ど
を
植
え
て

お
く
と
都
合
が
よ
い
。
こ
う
す
れ
ば
は
じ
め
て
農
業
に
従
事
す
る
者
で
も
、
こ
つ

を
会
得
す
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
下
付
金
を
浪
費
す
る
こ
と
も
な
い
。          

で
は
そ
の
組
み
合
わ
せ
は
と
い
う
と
、

　

丸
山
孝

　

丸
山
八
百

　

丸
山
友
吉

秋
月
三

上
遠
野

楠

秋
月
永

遠
藤

丸
山
友
彦

丸
山
平

丸
山
丑

長
崎

一
例
を
あ
げ
れ
ば
こ
の
よ
う

に
な
る
。
こ
の
組
み
合
わ
せ

は
ど
の
よ
う
に
で
も
な
る
。 

こ
の
外
同
姓
で
は
丸
山
幸
、
丸
山
主
、
丸
山
喜
の
よ
う
な
家
族
、
親
族
で
は
津
川
、

三
宅
、
中
村
、
大
竹
等
の
家
族
は
、
是
非
と
も
積
極
的
に
移
住
を
す
す
め
た
い
。

こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
人
物
の
う
ち
、
丸
山
姓
以
外
の
人
物
で
は
、
上
遠
野
は
、

三
郎
の
妻
の
実
家
、
遠
藤
は
、
胤
永
の
妻
の
実
家
、
長
崎
は
胤
永
の
姉
の
嫁
ぎ
先

等
、
い
ず
れ
も
胤
永
が
長
年
に
わ
た
っ
て
生
活
費
や
子
弟
の
学
費
援
助
を
し
て
い

る
家
で
あ
る
。
政
府
か
ら
資
金
が
投
入
さ
れ
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
、

胤
永
は
顧
問
と
し
て
参
画
す
る
ば
か
り
か
率
先
し
て
参
加
す
る
意
向
を
示
し
て
お

り
、
大
き
な
期
待
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
者
の
人
選
に
は
農
耕
に
た
え
る
強
壮
な
体
力
の
持
ち

主
が
一
家
に
二
名
以
上
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
が
あ
っ
た
。胤
永
は
、

一
定
の
ル
ー
ル
の
下
で
、
農
家
か
ら
婿
を
取
る
と
か
、
嫁
を
も
ら
う
と
か
し
て
こ

の
問
題
を
ク
リ
ヤ
ー
し
て
と
に
か
く
土
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
。

開
拓
、
農
耕
と
い
う
作
業
は
、
机
上
の
空
論
で
は
な
く
、
肉
体
的
な
実
践
能
力
が

必
要
だ
と
い
う
胤
永
の
考
え
は
、
説
得
力
が
あ
る
。
彼
は
、
目
的
に
向
か
っ
て
行

動
を
起
こ
す
際
、
必
要
な
こ
と
は
何
か
を
、
事
態
に
即
し
て
緻
密
に
か
つ
具
体
的

に
考
え
る
こ
と
の
出
来
た
人
物
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
父
親
の
意
向
を
受

け
て
、
浩
之
丞
は
「
易
ニ
曰
ク
、
君
子
ハ
機
ヲ
見
テ
動
ク
ト
。
今
ヤ
機
至
ル
、
失

フ
可
カ
ラ
ス
。
父
公
多
端
故
ニ
、
代
リ
テ
申
上
ル
モ
ノ
ト
ス
。」
と
本
文
を
結
ぶ
。

対
面
ガ
原
開
拓
と
い
う
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
胤
永
を
顧
問
と
し
て
内
々
で
進
捗

し
て
い
る
時
、彼
が
一
族
の
た
め
に
内
々
で
立
て
た
計
画
の
概
要
が
よ
く
分
か
る
。

最
後
に
こ
の
計
画
の
根
本
的
な
問
題
が
提
示
さ
れ
る
。

但
此
ハ
御
旧
君
ヘ
貸
金
、
下
付
地
ニ
テ
、
地
権
金
権
皆
旧
君
ニ
ア
リ
。
申
サ
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二
八

ハ
旧
君
ノ
小
作
ナ
リ
。
五
年
カ
七
年
成
功
ノ
上
、
耕
地
十
分
ノ
一
カ
二
カ
公

田
ニ
帰
シ
、
自
余
ハ
各
自
ノ
所
有
ト
ナ
ル
也
。

下
付
、
貸
し
付
け
の
名
義
人
は
全
て
旧
君
松
平
容
保
で
あ
り
、
入
植
者
は
、
松

平
家
の
小
作
人
と
い
う
形
に
な
る
。
五
年
、
七
年
と
か
け
て
開
拓
が
軌
道
に
乗
っ

た
時
、
開
墾
地
の
一
割
か
二
割
を
公
有
（
と
い
う
こ
と
は
松
平
家
の
所
有
地
）
と

し
、
残
り
が
私
有
地
と
な
る
運
び
だ
。

容
保
嘆
願
書
に
基
ず
く
安
積
開
拓
の
出
発
点
は
、
容
保
に
対
す
る
貸
し
付
け
と

い
う
形
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
付
記
か
ら
分
か
っ
て
く
る
。
旧
主
が
責
任
者
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
入
植
者
は
ど
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ
て
も
逃
げ
出

す
わ
け
に
は
ゆ
か
ぬ
こ
と
明
白
で
あ
る
。
政
府
側
は
、
い
わ
ば
旧
主
を
人
質
に
し

た
形
で
入
植
者
を
縛
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

十
福
島
県
に
勤
務
し
て
い
た
中
条
政
恒
は
、
全
国
の
困
窮
士
族
授
産
の
目
的
で
、

安
積
開
拓
計
画
を
練
り
明
治
十
一
年
頃
か
ら
着
々
具
体
化
し
て
い
っ
た
。
当
初
は

一
千
戸
入
植
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
が
、
入
植
者
数
を
六
百
戸
に
減
じ
て
実
施
が

決
ま
っ
た
。
中
で
も
会
津
関
係
で
は
、
旧
藩
主
松
平
容
保
、
容
大
父
子
以
下
、
旧

藩
士
二
百
家
族
を
猪
苗
代
地
方
に
移
住
さ
せ
る
と
い
う
大
規
模
な
計
画
で
、
容
保

の
同
意
を
得
た
上
で
、
関
係
部
署
に
働
き
か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
旧
会
津
藩
士

（
す
な
わ
ち
旧
斗
南
藩
士
）
救
済
の
最
大
の
プ
ラ
ン
だ
っ
た
。

福
島
県
は
、
明
治
十
三
年
八
月
下
旬
か
ら
旧
藩
士
達
に
む
け
て
、
安
積
開
墾
入

植
者
募
集
を
始
め
て
い
た
。
こ
の
計
画
は
ほ
ぼ
具
体
化
寸
前
ま
で
ゆ
く
の
だ
が
、

そ
の
矢
先
に
、
時
の
県
令
山
吉
盛
典
が
突
然
中
条
の
独
断
専
行
だ
と
し
て
ク
レ
ー

ム
を
付
け
た
。
さ
ら
に
会
津
か
ら
の
入
植
に
対
す
る
地
元
住
民
の
反
発
な
ど
が

あ
っ
て
、
立
ち
消
え
と
な
る
。
他
県
か
ら
の
入
植
者
が
順
次
受
け
入
れ
ら
れ
て
行

く
中
で
、
会
津
か
ら
の
入
植
者
は
小
集
団
、
分
散
的
に
実
施
さ
れ
る
。
そ
こ
は
狭

く
て
不
毛
な
土
地
が
多
く
、
悲
劇
の
入
植
と
云
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
胤
永
が

計
画
し
た
同
族
あ
げ
て
の
移
住
、
開
拓
地
に
定
住
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
族
を
再

興
さ
せ
よ
う
と
い
う
計
画
は
か
く
し
て
雲
散
霧
消
し
て
し
ま
っ
た
。

明
治
十
三
年
、
秋
月
胤
永
五
十
七
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

具
体
化
し
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
胤
永
の
、
家
、
家
族
、
一
族
と
い

う
人
間
関
係
に
縛
ら
れ
る
考
え
方
は
、
旧
幕
府
治
世
下
の
藩
政
か
ら
、
明
治
新
政

府
の
治
政
へ
と
い
う
変
革
の
時
代
に
、
人
間
が
何
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
生
き
て
ゆ
く

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
点
で
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
同
心

社
が
、
成
立
し
た
の
か
ど
う
か
、
成
立
し
た
と
し
て
運
営
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ

た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
し
故
秋
月
孝
眞
氏
の
話
で
は
、
平
成
十
年
頃
ま
で

は
、
毎
年
九
月
四
日
に
は
同
族
が
善
龍
寺
に
集
ま
っ
て
先
祖
祀
り
を
し
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

                                  

二
〇
一
七
年
十
一
月
十
四
日

参
考
一　

同
心
社
規
則

同
心
小
社
ハ
何
ソ
。
曩
ニ
会
津
ノ
藩
ア
ル
ヤ
。
同
姓
ノ
親
睦
ナ
ル
丸
山
氏
ヲ
推
ス
。

丸
山
氏
七
家
ア
リ
。
例
年
遠
祖
胤
頼
君
忌
日
。
九
月
四
日
同
姓
必
ス
墳
寺
ニ
会
シ

テ
之
ヲ
祭
ル
。
又
月
忌
七
家
輸
巡
相
会
シ
。
款
談
以
テ
親
睦
ヲ
篤
フ
ス
。
戊
辰
国

難
ニ
従
フ
者
丸
山
友
吉
。
丸
山
房
之
助
。
丸
山
主
水
。
丸
山
勝
之
助
。
丸
山
胤
孝
。

丸
山
喜
内
。
丸
山
村
之
助
。
之
ヲ
七
家
ト
ス
。
而
シ
テ
友
吉
氏
を
以
テ
大
宗
家
ト

ス
。
丸
山
平
内
。
秋
月
胤
永
。
ヲ
加
ヘ
テ
。
九
家
ト
ス
。
平
内
胤
永
共
ニ
胤
孝
氏

ニ
出
ツ
。
平
内
氏
祖
父
壮
年
勝
方
村
荒
蕪
ノ
地
ヲ
拓
キ
。
一
意
農
業
ニ
従
事
シ
テ

特
ニ
藩
公
ニ
謁
ス
ル
コ
ト
ヲ
許
サ
レ
。
遂
ニ
一
家
ヲ
成
ス
ニ
至
ル
。
胤
永
君
旧
君

容
保
公
ノ
守
護
職
ヲ
奉
ス
ル
ヤ
。
有
功
ヲ
以
テ
擢
用
セ
ラ
レ
又
一
家
ヲ
成
ス
。
二

人
亦
共
ニ
国
難
ニ
従
フ
。
秋
月
三
郎
星
野
胤
国
亦
之
ニ
同
フ
シ
。
国
難
ノ
際
ニ
当

リ
テ
一
家
ヲ
成
ス
者
ナ
リ
。
胤
国
氏
ハ
村
之
助
氏
ニ
出
テ
。
三
郎
氏
ハ
胤
孝
氏
ニ

出
ヅ
。
又
丸
山
一
ナ
ル
者
ア
リ
。
馬
医
ヲ
以
テ
業
ト
ス
。
亦
国
難
ノ
際
一
家
ヲ
成

ス
。
実
ニ
十
二
家
ト
ス
。
然
リ
而
シ
テ
国
難
ニ
際
シ
。
隠
居
大
老
ヲ
以
テ
国
城
中

ニ
在
リ
テ
。
終
始
勤
勉
ス
ル
者
ハ
。
丸
山
五
太
夫
丸
山
勝
左
衞
門
君
ト
ス
。
又
退
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二
九

隠
後
ニ
シ
テ
郭
門
ヲ
監
守
シ
テ
。
敵
ヲ
槍
刺
シ
ナ
カ
ラ
。
戦
従
ス
ル
者
。
独
リ
丸

山
弥
次
右
衛
門
ト
ス
。
戊
辰
後
同
姓
流
離
四
散
ス
。
秋
月
三
郎
氏
曩
キ
ニ
罪
ヲ
藩

府
ニ
得
ル
ト
雖
モ
。
戦
地
ニ
テ
（
中
西
註　

テ
衍
字
か
）
在
リ
テ
数
多
勲
功
ア
ル

ヲ
以
テ
御
近
所
（
中
西
註　

習
の
誤
り
か
）
寄
合
席
ニ
被
□
□
セ
ラ
レ
ヌ
。
窃
カ

ニ
母
ヲ
奉
シ
テ
若
松
ニ
留
ル
ヲ
以
テ
。
闔
族
墳
墓
亦
荒
蕪
セ
サ
ル
ヲ
得
タ
リ
。
此

ヨ
リ
曩
キ
秋
月
胤
永
従
罪
永
禁
錮
ノ
処
明
治
五
年
始
特
赦
ニ
逢
ヒ
母
氏
ヲ
若
松
ニ

来
リ
省
ン
ス
ル
折
リ
カ
ラ
県
庁
命
シ
テ
学
校
ノ
副
教
授
ト
ス
。
遂
ニ
又
左
院
ノ
召

ニ
応
シ
テ
議
員
タ
リ
。
明
治
六
年
。
友
吉
氏
始
メ
テ
斗
南
ヨ
リ
籍
ヲ
若
松
ニ
移
シ
、

八
年
ニ
至
リ
テ
同
人
亦
来
リ
テ
若
松
ニ
留
ル
。
其
九
年
胤
国
氏
洋
学
ニ
詳
シ
キ
ヲ

以
テ
。
若
松
県
ニ
雇
聘
セ
ラ
ル
。
是
ニ
於
テ
九
年
遠
祖
ノ
忌
日
。
四
人
墳
寺
ニ
会

シ
テ
。
之
ヲ
祭
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
。
四
人
乃
チ
相
語
リ
テ
曰
。
昔
年
同
姓
ノ
義
挙

好
会
。
続
カ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
。
ソ
ノ
会
タ
ル
ヤ
。
醵
銭
以
テ
不
虞
ニ
備
フ
。
例
禄

五
十
石
ヲ
受
ク
ル
者
。
毎
会
小
銭
十
五
枚
ヲ
出
ス
。
禄
多
キ
者
之
ニ
準
ス
。
歳
月

ノ
久
キ
。
子
母
相
積
テ
頗
ル
多
シ
ト
ス
。
旧
君
守
護
奉
職
後
。
此
ノ
醵
金
ニ
頼
リ

テ
。
力
ヲ
国
家
ヲ
尽
ス
コ
ト
得
ル
モ
ノ
多
シ
。
今
又
之
ヲ
続
き
。
毎
家
例
月
十
銭

ヲ
出
シ
。
其
相
会
ス
ル
ハ
隔
月
ヲ
以
テ
シ
。
日
月
相
積
ミ
子
母
増
加
。
以
テ
不
虞

ニ
備
ヘ
且
ツ
永
年
掃
墓
ノ
料
ト
為
ス
ヲ
第
一
義
ト
シ
。
各
家
祖
先
墳
墓
ノ
地
ナ
レ

ハ
。
時
ニ
ハ
来
拝
同
姓
懇
会
留
談
入
用
ラ
ノ
費
補
タ
ル
ヲ
第
二
義
ト
ナ
サ
ハ
。
他

日
子
孫
ノ
用
タ
ル
不
可
計
者
ア
ラ
ン
ト
ス
。
ソ
ノ
会
タ
ル
ヤ
。
各
家
輸
巡
主
任
シ
。

物
薄
ク
情
厚
キ
ヲ
以
テ
主
本
ト
シ
。
永
久
忍
耐
ヲ
目
的
ト
セ
ン
。
於
是
カ
議
成
リ

約
結
ヒ
。
其
条
例
如
左
。
極
天
莫
墜
。
明
治
十
年
五
月
也
。

　
　

条
例

一 　

該
社
ノ
立
意
兄
弟
同
族
源
遠
ケ
レ
ハ
情
随
テ
薄
ク
。
交
随
テ
疎
。
終
ニ
同
族

相
胡
越
視
シ
ル
ニ
至
ル
。
故
ニ
時
日
ヲ
期
シ
常
ニ
相
会
シ
。
以
テ
同
族
ノ
親
睦

ヲ
シ
テ
永
遠
変
サ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス
。

一 　

同
社
艱
難
事
変
ニ
際
シ
テ
。
相
救
援
ス
ト
雖
モ
。
平
常
各
種
ノ
生
業
ニ
従
事

シ
テ
。
貧
困
ニ
至
ラ
ス
。
他
ノ
救
援
ヲ
仰
カ
サ
ル
ヲ
以
テ
。
目
的
ト
セ
ン
コ
ト

ヲ
要
ス
。

一 　

平
素
生
計
ニ
惰
リ
。
又
ハ
不
品
行
ノ
聞
エ
ア
ル
者
ハ
。
予
メ
切
磋
提
督
シ
テ
。

ソ
ノ
甚
シ
キ
ニ
至
ラ
シ
メ
サ
ル
ヲ
要
ス
。

一 　

社
員
ハ
不
虞
ニ
備
ヘ
。
墓
掃
除
ニ
供
給
シ
各
自
拝
墓
留
杖
ノ
時
ノ
費
補
ニ
当

ツ
ル
ト
雖
モ
。
容
易
ニ
之
ヲ
用
フ
ル
ヲ
許
サ
ス
。
若
シ
之
ヲ
用
ヒ
ン
ト
欲
ス
ル

ト
キ
必
ス
若
松
留
住
各
社
員
ノ
協
議
ヲ
遂
ク
可
シ
。
各
自
ノ
専
決
ヲ
禁
ス
。

一 　

該
社
自
今
四
（
幾
と
直
し
あ
り
）
名
ニ
創
立
ス
ト
雖
モ
。
隔
地
離
居
ノ
同
姓

入
社
信
書
往
来
或
ハ
醵
金
以
テ
其
親
睦
ヲ
永
遠
ニ
ス
ル
ヲ
要
ス
。

 　

但
今
ヤ
四
氏
若
松
ニ
留
住
シ
テ
往
来
ノ
様
ニ
見
ユ
レ
ト
モ
。
□
ラ
ナ
リ
。
或

ハ
東
京
ニ
或
ハ
北
海
道
于
役
（
在
勤
と
直
し
あ
り
）
或
ハ
台
湾
ニ
籍
ヲ
移
ス
モ

ア
リ
一
定
ス
ヘ
カ
ラ
ス
。
故
ニ
祖
先
墳
墓
ノ
地
ニ
居
ル
ヲ
仮
リ
ニ
社
主
ト
定
ム

ル
モ
ノ
ト
シ
。
隔
地
離
居
ノ
輩
祖
先
ノ
祭
祀
料
又
ハ
掃
墓
ノ
金
ト
シ
テ
貧
富
適

宜
寄
投
ス
ル
ハ
該
社
員
ノ
希
望
ス
ル
所
ナ
リ
。

一 　

社
員
の
醵
金
ハ
毎
月
拾
銭
ヲ
出
ス
ヲ
以
テ
定
規
ト
為
ス
ト
雖
モ
各
自
定
禄
ア

ル
ニ
ア
ラ
ス
。
貧
富
定
メ
難
シ
。
故
ニ
時
ア
リ
テ
定
規
ニ
減
ス
ル
ア
ル
モ
妨
ケ

ナ
シ
ト
ス
。
或
ハ
就
官
受
給
商
法
得
利
ノ
類
。
定
規
外
多
出
ス
ル
ハ
固
ヨ
リ
各

員
ノ
希
望
ス
ル
所
ナ
リ
。

一 　

社
員
或
ハ
至
貧
ニ
シ
テ
醵
金
ス
ル
能
ハ
サ
ル
モ
。本
社
ヲ
脱
セ
サ
ル
ヲ
要
ス
。

唯
毎
会
ソ
ノ
場
ニ
臨
ム
ヲ
要
ス
。
但
遠
地
ノ
方
ハ
月
ニ
ナ
リ
。
隔
月
ナ
リ
年
ニ

二
度
ナ
リ
四
時
ナ
リ
御
都
合
次
第
ト
ス
。
成
ル
ヘ
ク
御
同
社
被
下
度
。

一 　

社
員
或
ハ
離
散
分
居
。
該
地
ヲ
去
ル
コ
ト
ア
リ
ト
雖
モ
社
金
ヲ
持
チ
去
ル
コ

ト
ヲ
許
サ
ス
。

一 　

社
金
ハ
同
社
中
預
リ
置
ク
時
ハ
。
社
金
簿
ヘ
金
員
ヲ
記
シ
預
リ
ノ
証
印
ヲ
捺

ス
可
シ
。
社
外
ノ
輩
之
ヲ
預
ル
時
ハ
。
証
書
ヲ
出
サ
シ
ム
。
預
リ
人
ハ
総
テ
社

員
ノ
熟
議
ニ
附
ス
。
而
シ
テ
利
子
ハ
十
五
円
ニ
シ
テ
一
ヶ
月
二
十
五
銭
タ
ル
可

シ
。
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三
〇

 　
 

但
十
五
日
後
ノ
預
リ
ハ
ソ
ノ
月
ノ
出
利
ヲ
要
セ
ス
。

一 　

貧
富
定
ラ
ス
。
出
金
多
少
ア
リ
ト
雖
モ
。
之
ヲ
用
フ
ル
ニ
当
テ
ハ
。
各
員
平

等
ナ
ル
ヲ
要
ス
。
前
日
出
金
ノ
多
キ
ヲ
以
テ
独
リ
多
用
ス
ル
ヲ
許
サ
ス
。

一 　

社
金
預
ル
者
一
人
五
拾
円
ニ
限
ル
。
子
母
積
テ
五
拾
余
円
ニ
至
ル
時
ハ
。
別

預
リ
人
ヲ
択
フ
ヘ
シ
。
時
ア
リ
テ
預
リ
人
ヨ
リ
抵
当
品
ヲ
出
サ
シ
ム
ヘ
シ
。

但
五
拾
余
円
ニ
至
ル
モ
。
預
者
社
員
ノ
信
任
ヲ
得
ル
時
ハ
。
同
社
ノ
熟
議
ニ

附
シ
。
更
ニ
預
カ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
。

一　

社
金
積
テ
百
円
ニ
至
ル
時
ハ
。
該
地
ノ
銀
行
ニ
附
ス
ヘ
シ
。

一 　

社
金
ノ
利
子
幾
部
分
ヲ
以
テ
年
々
闔
族
墳
墓
ノ
掃
除
料
ニ
供
ス
社
員
ノ
壮

輩
。
之
ヲ
主
管
ス
ル
ヲ
要
ス
。

参
考
二

今
回
彦
根
士
人
一
般
ノ
願
ナ
リ
ト
テ
百
方
依
頼
ア
リ
シ
モ
決
然
御
断
ナ
サ
レ
シ
ハ

別
ニ
大
金
ヲ
得
ル
ノ
路
ア
ル
ニ
ア
ラ
ス
又
タ
一
身
一
家
ノ
為
ニ
モ
ア
ラ
ス
大
ニ
親

族
ヲ
利
シ
子
孫
ヲ
益
ス
ル
ノ
計
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
然
レ
ト
モ
是
レ
亦
父
公
ノ
身
ニ

モ
益
ナ
キ
ニ
非
ス
今
ヤ
王
事
多
難
内
ニ
ハ
会
計
ノ
困
難
ト
国
会
開
設
ノ
迫
ル
ア
リ

外
ニ
ハ
条
約
改
正
ノ
難
ア
リ
テ
実
ニ
政
府
ノ
危
キ
累
卵
ノ
如
ク
当
路
ノ
士
ノ
困
難

ナ
ル
今
日
ノ
甚
キ
ヨ
リ
甚
ク
ハ
ナ
シ
有
用
ノ
人
ト
雖
ト
モ
衣
食
ニ
苦
マ
サ
ル
者
ハ

袖
手
傍
観
其
為
ス
所
ヲ
冷
笑
ス
ル
ノ
勢
ア
リ
故
ニ
父
公
ノ
如
キ
モ
暫
ラ
ク
南
陽
ニ

耕
シ
テ
三
顧
ヲ
待
ツ
ヲ
上
策
ト
ス
レ
ハ
ナ
リ
而
シ
テ
其
計
タ
ル
他
ニ
非
ラ
ス
此
回　

芳
山
公
政
府
ヨ
リ
二
十
万
円
ヲ
無
利
子
二
十
ヶ
年
据
置
ニ
テ
借
リ
対
面
ヵ
原
地
方

ヘ
籍
ヲ
御
移
シ
ナ
サ
レ
旧
臣
民
ヲ
率
先
シ
テ
開
墾
ニ
従
事
セ
ラ
ル
ヘ
シ
ト
ス
ル
ノ

挙
ア
リ 

自
今
懇
願
セ
ン
ト
家
令
始
メ
尽
力
中
ナ
レ
ハ
其
成
否
未
タ
知
ル
ヘ
カ
ラ
サ
テ
ト
モ
中
条
書
記

官
ニ
モ
大
尽
力
内
談
ニ
テ
ハ
内
務
卿
参
議
モ
不
可
ト
セ
ス
故
ニ
十
カ
九
は
成
ル
モ
ノ
ト
ス

 

依
テ
三

十
円
ノ
月
給
ニ
テ
父
公
ニ
顧
問
ノ
任
ヲ
托
セ
ラ
ル
ヽ
内
約
ナ
リ
依
テ
父
公
初
メ
私

ノ
愚
考
ニ
テ
ハ
所
謂
ル
背
水
ノ
陣
ニ
テ
家
ヲ
売
リ
地
ヲ
販
キ
同
姓
親
族
尽
ク
籍
ヲ

彼
ノ
地
ニ
移
シ
一
ノ
新
村
ヲ
ナ
シ
薩
ノ
外
城
ノ
如
ク
十
津
川
ノ
郷
士
ノ
如
ク
ニ
シ

テ
農
隙
ニ
ハ
文
ヲ
講
シ
武
ヲ
習
ヒ
真
ノ
農
商
ニ
陥
ラ
ス
祖
先
ノ
旧
様
ヲ
維
持
ス
ル

ヲ
良
策
ト
ス
是
レ
一
身
一
家
ノ
為
メ
ニ
計
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
親
族
力
ヲ
戮
セ
テ
与
ニ

立
チ
共
ニ
自
主
ノ
権
ヲ
得
ル
路
ナ
リ
ト
固
ク
信
シ
テ
疑
ハ
ズ
試
ミ
ニ
其
一
二
ヲ
論

セ
ハ
二
百
年
来
ノ
旧
主
ノ
側
ラ
ニ
居
ル
コ
ト
第
一
ナ
リ
第
二
ニ
ハ
家
ア
リ
地
ア
リ

テ
独
立
自
主
ノ
権
ア
ル
一
豪
族
ト
ナ
リ
子
孫
生
計
ノ
憂
ナ
キ
ナ
リ
又
タ
同
姓
親
族

居
ヲ
一
ニ
シ
艱
難
相
恤
ミ
吉
凶
相
弔
フ
ノ
便
ト
共
ニ
文
ヲ
講
シ
武
ヲ
忘
レ
サ
ル
ノ
益

ア
リ
又
タ
土
地
平
坦
気
候
温
和
ニ
シ
テ
積
雪
沍
寒
ノ
憂
ナ
ク
且
ツ
一
等
道
路
ニ
接
シ

今
度
若
松
ヨ
リ
国
道
マ
テ
ノ
新
道
ニ
モ
近
シ
仍
テ
馬
車
電
信
ノ
便
ア
レ
ハ
永
ク
東
京

ニ
客
居
シ
テ
ソ
ノ
日
丈
ケ
ノ
暮
シ
ス
ル 

若
シ
父
公
大
金
ヲ
得
サ
セ
ラ
ル
ヽ
モ
一
人
一
家
ノ

利
ナ
レ
ト
モ
同
姓
親
族
共
ニ
立
ツ
ノ
路
ニ
非
ス

 

ニ
比

ス
レ
ハ
霄
壌
月
鼈
ノ
差
ア
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
御
地
ノ
如
キ
寒
地
ニ
同
姓
親
族
隔
所
ニ

散
居
シ
動
モ
ス
レ
ハ
飢
寒
ニ
迫
ル
ニ
比
ス
レ
ハ
其
勝
ル
コ
ト
万
〃
ニ
シ
テ
又
タ
怨

妬
忘
猜
ノ
苦
情
ナ
キ
ヲ
ヤ
只
恨
ム
所
ノ
者
ハ
墳
墓
ノ
地
ヲ
去
ル
ト
数
年
丹
誠
ノ
田

ヲ
失
フ
ト
ノ
二
ツ
ナ
リ
然
レ
ト
モ
頓
テ
新
開
ノ
大
道
路
モ
出
来
レ
ハ
僅
ニ
一
日
中

ニ
往
返
ス
ル
ヲ
得
レ
ハ
又
タ
強
チ
憂
フ
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ス
近
来
ノ
田
ヲ
失
フ
如
キ

ハ 

祖
先
ヨ
リ
地
ハ
存
シ

置
ク
モ
可
ナ
ラ
ン
カ 

固
ヨ
リ
惜
ニ
足
ラ
ス
何
ト
ナ
レ
ハ
之
ニ
代
フ
ル
ニ
広
大
ナ
ル

良
地
良
田
ヲ
以
テ
ス
レ
ハ
ナ
リ
是
レ
父
公
ノ
目
前
ノ
利
ヲ
顧
ミ
ス
親
族
ト
倶
ニ
立

チ
倶
ニ
存
ス
ル
ノ
計
ヲ
ナ
サ
ル
ヽ
所
ニ
シ
テ
同
姓
親
族
ノ
方
〃
ニ
モ
亦
皆
家
ヲ
挙

ケ
テ
開
拓
ニ
従
事
セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
望
ミ
玉
フ
所
以
ナ
リ
因
テ
此
ニ
同
意
ナ
ル
方

ハ
男
女
共
ニ
従
来
ノ
心
志
方
法
ヲ
転
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
（
彼
ノ
サ
イ
女
多
四
郎
等
ノ

好
処
分
モ
実
ニ
此
ニ
在
リ
）
其
方
法
大
略
左
ノ
如
シ
篤
ク
ト
御
勘
考
ノ
上
急
ニ
御

内
慮
ノ
回
答
ヲ
乞
フ
然
レ
ト
モ
深
秘
ノ
件
ナ
リ
且
ツ
旧
臣
移
住
人
ハ
二
三
百
戸
位

ニ
出
テ
サ
ル
予
算
ナ
ル
ニ
之
ヲ
望
ム
者
多
ナ
レ
ハ
外
ヘ
御
談
及
ハ
御
出
願
相
成
候

上
御
案
内
申
上
ケ
候
ニ
テ
ハ
親
子
骨
肉
ニ
テ
モ
必
ス
御
発
言
被
下
間
敷
予
テ
申
上

ケ
置
キ
候
此
儀
ハ
父
公
ヨ
リ
改
テ
被
命
候
也

未
定
概
算

家
屋
建
築
費
并
農
具
飯
料
ト
モ
合
シ
テ
一
戸
ニ
付
凡
ソ
金
四
百
四
十
円
位

宛
、
二
ヶ
年
下
付
ナ
リ 
此
件
等
尤
モ
内
秘
未
定
此
後
一
左

右
申
上
ケ
候
ト
モ
御
咄
無
之
様

 

地
面
モ
一
町
歩
ニ
宅
地
二
反
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三
一

位 
注　

耕
地
ハ
ソ
ノ
力

次
第
増
ス
モ
ノ
ト
ス 

下
付
ニ
ナ
ル
予
算
ナ
リ
年
貢
ハ
二
十
ヶ
年
無
税
ナ
リ
故
ニ
先

ツ
着
手
ノ
次
序
ハ
親
族
中
ニ
テ
農
事
ニ
熟
練
セ
シ
者
ヲ
鍬
頭
ト
シ
三
戸
カ
四
戸
位

合
シ
テ
大
屋
ヲ
作
リ
合
居
シ 

一
戸
ヨ
リ
下
付
金
四
百
四
十
金
ノ
内
ヨ
リ
各
自
百
五
十
金
ヲ
出
シ
テ
一

大
屋
ヲ
作
ル
ト
農
具
ト
飯
料
ト
ニ
充
テ
三
戸
同
居
ス
ト
雖
ト
モ
各
戸
其

室
ヲ
異
ニ
シ
其
残
金
三
百
円
ハ
之
ヲ
銀

行
ヘ
預
ケ
置
キ
分
家
ス
ル
ノ
準
備
ト
ス 

其
教
導
誘
掖
ニ
従
フ
テ
耕
種
ノ
次
序
方
法
ヲ
学
フ
コ

ト
三
五
年
ナ
レ
ハ
其
要
ヲ
知
ル
コ
ト
ア
ラ
ン
而
シ
テ
各
戸
皆
家
ヲ
作
リ
分
家
ス
ル

モ
ノ
ト
ス 

予
シ
メ
各
自
ノ
宅
地
ヲ
定
メ
置
キ
ク

サ
キ
等
ヲ
植
ヱ
ヲ
ク
ヲ
善
シ
ト
ス

 

然
ラ
ハ
則
新
百
姓
モ
農
事
ノ
順
序
ヲ
失
フ

ノ
憂
ナ
ク
又
タ
下
付
金
ヲ
浪
費
ス
ル
憂
モ
ナ
シ
ト
ス
其
合
居
方
法
ハ
左
ノ
如
シ

　

丸
山
孝

　

丸
山
八
百

　

丸
山
友
吉

秋
月
三

上
遠
野

楠

秋
月
永

遠
藤

丸
山
友
彦

丸
山
平

丸
山
丑

長
崎

此
組
合
ハ
如
何
様
ト
モ

ソ
ノ
模
様
此
ノ
如
キ
ナ
リ

此
外
同
姓
ニ
テ
ハ
丸
山
幸
丸
山
主
丸
山
喜
ノ
如
キ
親
族
ニ
テ
ハ
津
川
三
宅
中
村
大

竹
ノ
如
キ
モ
ノ
モ
之
ヲ
鼓
舞
勧
奨
シ
テ
移
住
サ
セ
度
モ
ノ
ナ
リ
然
レ
ト
モ
強
壮
農

事
ニ
堪
ル
モ
ノ
二
人
以
上
ア
ル
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
其
選
ニ
中
ル
ヲ
得
サ
レ
ハ
之
レ
カ

法
ヲ
立
テ
農
家
ヨ
リ
聟
ヲ
取
リ
或
ハ
嫁
ヲ
貰
フ
ナ
リ
シ
テ
何
ト
カ
其
所
ヲ
得
シ
メ

同
姓
親
族
ト
モ
永
ク
寒
餓
ノ
憂
ナ
カ
ラ
シ
メ
度
モ
ノ
ナ
リ
易
ニ
曰
ク
君
子
ハ
機
ヲ

見
テ
動
ク
ト
今
ヤ
機
至
ル
失
フ
可
カ
ラ
ス
父
公
多
端
故
ニ
代
リ
テ
申
上
ル
モ
ノ
ト

ス

但
此
ハ
御
旧
君
ヘ
貸
金
、
下
付
地
ニ
テ
地
権
金
権
皆
旧
君
ニ
ア
リ
申
サ
ハ
旧

君
ノ
小
作
ナ
リ
五
年
カ
七
年
成
功
ノ
上
耕
地
十
分
ノ
一
カ
二
カ
公
田
ニ
帰
シ

自
余
ハ
各
自
ノ
所
有
ト
ナ
ル
也
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